施設処遇会議　議事録

と　き：H18.7.17　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・江刺家I.O.O・長谷部G.O.M・

小坂・佐々木・小田・三浦・山田

（欠席者：C.O.O・清水G.O.M・秋山Ｇ.Ｏ.M・壬生・

金澤・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：山口

議題

１：種本サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

２：田澤勝敏様（青山荘入所者様）の処遇について

３：小向武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

１：種本サハ様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　

　＜問題点＞

①　グループホ－ムで生活が困難になった後について不安がある。

介入方法→・現在、殆ど家族の協力が得られていない状況

　　グループホ－ムでの生活が困難になった後、老人施設等入所の可能性についての説明、家族の協力の要請、保護者の変更

②　様々な要因が重なることで心身のバランスを崩しやすく、自己のコントロールが困難。

介入方法→・個々の要因に対する対処方法について助言。

　　　　　・外来やデイナイトケアからの情報収集と情報提供

＜評価＞

　現在、兄嫁が保護者となっているが、民法上保護者となれない為、甥・姪（兄夫婦の子ども）を新たな保護者として考える事を検討する。断薬で入院を繰り返している為、服薬確認を充分に行う。また、不定愁訴が多い方である為、病状変化の前触れをしっかり確認し、病状の見極めを行う。不安を問題とする他に、体力低下を防ぐ支援も必要である。

２：田澤勝敏様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 退所を急ぐ傾向があるが、退所後の生活に関しては安易に生活できると話し、深く考慮できていない。（入所延長は考えていない）

　介入方法→・これまでの目標の振り返りを行い、目標の再設定を行う。

　　　　　　・退所を急ぐ事が良い退所生活に繋がらないことを本人に認識してもらう。

　　　　　　・実際に退所後の生活を体験させるとともに、職員が自宅での生活を把握する為8月より定期的に自宅外泊予定。

　②対人技能の習得

介入方法→・他者との交流を持ちたいとの気持ちは強い。他者と会話する話題を提供し、実際に行ってもらう。

· 親類との交流が定期的に保てるよう本人・家族に働きかける。

③身体能力の維持が困難

介入方法→・基礎体力の低下を自覚できていない為、日常生活行動の中で体力向上に繋がる行動・動作を取り入れる。

・集団プログラムだけではなく、青山荘にて個別のペースで行えるプログラムを計画・実施する。

＜評価＞

　むつ市には社会資源はあるが自宅から遠く、利用は困難。本人は医療・福祉の手厚い支援がなければ生活は困難である。家族・主治医より定期外泊の許可は得ているが、外泊時の弟との関わりにより状態が悪化する可能性もある。その為、顧問医にも詳細な情報を提供し、定期外泊について再検討する。家族・本人の自己決定を尊重するだけではなく、本人に今の状況を伝えながら自宅での生活は困難であることを告げる必要がある。

３：小向武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

　　次回処遇検討会議にて検討する。
